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福
島
支
店
は
開
設
一
二
〇
周
年

を
迎
え
ま
し
た

▼
福
島
支
店
は
、

七
月
十
五
日
に
開

設
一
二
〇
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。
東
北
で
最
初
、
全

国
で
は
七
番
目
の
店
舗
（
本
店
を

除
く
）
と
し
て
、
明
治
三
十
二
年

（
一
八
九
九
）
七
月
に
福
島
出
張

所
が
開
設
さ
れ
、
明
治
四
十
四
年

（
一
九
一
一
）
六
月
に
支
店
に
昇
格

し
ま
し
た
。

▼
福
島
出
張
所
が
、
全
国
的
に
見
て

も
比
較
的
早
い
時
期
に
開
設
さ
れ
た

の
は
、
当
時
、
福
島
が
重
要
輸
出
品

で
あ
っ
た
生
糸
や
米
穀
の
集
散
地

で
、
東
北
の
物
流
と
金
融
の
中
心
で

ジ
に
掲
載
予
定
で
す
。

▼
東
日
本
大
震
災
お
よ
び
原
発
事
故

か
ら
八
年
余
り
を
経
て
、
福
島
県
の

復
興
は
着
実
に
進
ん
で
い
ま
す
。
福

島
支
店
は
、
震
災
当
時
を
含
め
、
決

済
シ
ス
テ
ム
の
維
持
や
現
金
供
給
等

を
通
じ
て
県
内
の
経
済
活
動
を
支
え

て
き
ま
し
た
。
今
後
も
地
域
と
と
も

に
歩
み
を
重
ね
、
そ
の
一
層
の
発
展

に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

金
融
市
場
調
節
事
務
の 

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に 

取
り
組
ん
で
い
ま
す

▼
金
融
市
場
局
市
場
調
節
課
で
は
、

二
〇
一
九
年
四
月
の
金
融
政
策
決
定

会
合
で
決
定
さ
れ
た
「
強
力
な
金
融

緩
和
の
継
続
に
資
す
る
諸
措
置
」
の

一
環
と
し
て
、「
国
債
補
完
供
給
」

事
務
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

▼
現
在
日
銀
が
行
っ
て
い
る
金
融
政

策
（
注
１
）
の
た
め
に
、
当
課
が
行
う

国
債
の
買
い
入
れ
と
い
っ
た
金
融
市

場
調
節
事
務
（
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
）

は
、
年
間
一
〇
〇
〇
回
を
超
え
ま

す
。
特
に
、
日
銀
が
保
有
し
て
い
る

国
債
を
、
一
時
的
か
つ
補
完
的
に
市

場
参
加
者
に
貸
し
付
け
る
「
国
債
補

完
供
給
」
の
利
用
が
大
き
く
増
え
て

い
ま
す
（
注
２
）。
こ
の
国
債
補
完
供

給
事
務
を
行
う
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま

で
金
融
機
関
と
日
銀
と
の
や
り
と
り

は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
を
通
じ
て
書
面
で

行
わ
れ
て
い
た
た
め
、
利
用
先
・
日

銀
の
双
方
に
と
っ
て
、
負
担
の
大
き

さ
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

▼
そ
こ
で
、
今
般
、「
市
場
オ
ン
ラ

イ
ン
」
を
利
用
し
た
電
子
ベ
ー
ス
の

事
務
に
移
行
す
る
こ
と
で
、利
用
先
・

日
銀
双
方
の
負
担
軽
減
、
お
よ
び
利

便
性
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

▼
今
後
も
、
円
滑
な
金
融
市
場
調
節

の
た
め
、
Ｒ
Ｐ
Ａ
（
注
３
）
な
ど
の
新

し
い
技
術
を
活
用
し
つ
つ
、
他
の
市

あ
っ
た
た
め
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

福
島
支
店
の
旧
店
舗
は
、
辰た

つ
の野
金き
ん
ご吾

博
士
（
日
銀
本
店
本
館
や
東
京
駅
丸

の
内
駅
舎
等
を
設
計
）
ら
が
設
計
し

た
福
島
市
を
代
表
す
る
明
治
洋
風
建

築
で
し
た
が
、
老
朽
化
等
を
受
け
、

地
元
の
方
々
に
惜
し
ま
れ
つ
つ
も
、

昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
〇
）
に
現

店
舗
に
建
て
替
え
ら
れ
ま
し
た
。

▼
開
設
一
二
〇
周
年
を
迎
え
、
地
元

の
方
に
支
店
の
歴
史
を
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
、
出
張
所
や
旧
店
舗
当
時

の
写
真
、
旧
店
舗
の
模
型
、
支
店
周

辺
の
旧
市
街
地
地
図
等
を
展
示
し
た

「
記
念
パ
ネ
ル
展
」
を
支
店
ロ
ビ
ー

で
開
催
し
ま
し
た
。
多
く
の
方
に
ご

来
場
い
た
だ
い
た
こ
の
パ
ネ
ル
展
の

模
様
は
、
福
島
支
店
Ｈ
Ｐ
の
開
設

一
二
〇
周
年
を
記
念
し
た
特
設
ペ
ー旧店舗の模型（株式会社福島まちづく

りセンターより借用）

パネル展に展示した出張所、旧店舗などの写真

ペーパーレス化初日、順調に進捗してホッ
と一息
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場
調
節
事
務
に
つ
い
て
も
ペ
ー
パ
ー

レ
ス
化
を
一
段
と
推
進
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

具
体
的
な
取
り
組
み
事
例
等
が
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。
議
論
を
通
じ
、「
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
対
応
は
金
融
機
関
の
本
来
の

役
割
と
親
和
的
で
、
何
か
特
別
な
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
」

と
の
見
方
が
共
有
さ
れ
ま
し
た
。

▼
ま
た
、
七
月
三

日
に
は
、「
第
二

回
ガ
バ
ナ
ン
ス
・

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」
を
開
催
し
、「
ガ
バ
ナ
ン
ス
改

革
と
内
部
監
査
の
高
度
化
―
経
営
監

査
の
実
践
と
社
外
取
締
役
の
役
割

―
」
を
テ
ー
マ
に
、
講
演
や
議
論
を

行
い
ま
し
た
。
経
営
層
を
含
む
実
務

家
や
専
門
家
、
当
局
か
ら
、「
経
営

に
資
す
る
監
査
」
に
つ
い
て
示
唆
に

富
む
意
見
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
お
け
る
講
演

資
料
等
は
日
銀
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

本
館
見
学
を 

部
分
再
開
し
ま
し
た

▼
本
店
本
館
（
国
指
定
重
要
文
化

財
、
一
八
九
六
年
竣
工
）
の
見
学
を

二
〇
一
九
年
八
月
か
ら
部
分
的
に
再

開
し
ま
し
た
。
本
館
の
中
庭
を
一
般

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
／
Ｅ
Ｓ
Ｇ
金
融
に 

関
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」 

お
よ
び
「
第
二
回
ガ
バ
ナ
ン
ス
・

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
開
催

▼
金
融
機
構
局
金
融
高
度
化
セ
ン

タ
ー
は
、
六
月
十
一
日
に
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
／
Ｅ
Ｓ
Ｇ
金
融
に
関
す
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

世
界
的
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
Ｅ
Ｓ
Ｇ
（
注
）

を
踏
ま
え
た
金
融
の
動
き
が
広
が
る

な
か
、
わ
が
国
金
融
機
関
が
こ
れ
に

ど
う
向
き
合
っ
て
い
く
か
を
探
る

た
め
、
先
行
し
て

対
応
す
る
金
融
機

関
や
専
門
家
か
ら
、

（
注�
１
）「
長
短
金
利
操
作
付
き
量
的
・
質
的

金
融
緩
和
」
の
こ
と
。
詳
細
は
日
銀
Ｈ
Ｐ

「
教
え
て
！
に
ち
ぎ
ん
」
を
ご
参
照
く
だ

さ
い
。

（
注�

２
）
二
〇
一
八
年
度
に
行
っ
た
国
債
補
完

供
給
の
回
数
は
、
全
て
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ

ン
の
う
ち
最
多
の
年
間
三
六
二
回
に
の
ぼ

り
、
申
請
銘
柄
数
は
二
三
九
五
銘
柄
と
な

り
ま
し
た
。

（
注�

３
）R

obotic�P
rocess�A

utom
ation

の
略
。
パ
ソ
コ
ン
に
組
み
込
ま
れ
た
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
型
の
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
り
定
型
的

で
単
純
な
業
務
を
自
動
化
す
る
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
を
指
し
ま
す
。

（
注��

）
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（S

ustainable�D
evelop-

　

�m
ent�G

oals

：
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）

と
は
、二
〇
三
〇
年
ま
で
に
、貧
困
や
飢
餓
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
気
候
変
動
、
平
和
的
社
会

な
ど
の
諸
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
国
際

連
合
が
主
導
す
る
活
動
。
Ｅ
Ｓ
Ｇ
と
は
、

環
境
（E

nvironm
ent

）、社
会
（S

ocial

）、

企
業
統
治
（G

overnance

）
の
頭
文
字
を

取
っ
た
も
の
。

第2回ガバナンス・ワークショップの模様（撮影：野瀬�勝一）

ＳＤＧｓ／ＥＳＧ金融に関するワーク
ショップの模様

見
学
（
要
事
前
予

約
）
で
ご
案
内
し

て
い
ま
す
。

▼
二
〇
二
〇
年
春
頃
に
は
本
館
見
学

を
全
面
再
開
し
、
中
庭
に
加
え
、
本

館
の
建
物
内
を
ご
案
内
す
る
予
定
で

す
。
地
下
金
庫
や
旧
営
業
場
（
ロ

ビ
ー
）
の
中
に
お
入
り
い
た
だ
け
る

よ
う
に
す
る
ほ
か
、
本
館
の
建
物
内

で
写
真
撮
影
す
る
機
会
を
新
た
に
設

け
る
方
向
で
検
討
し
て
い
ま
す
。

▼
建
物
内
の
展
示
と
し
て
は
、
日
本

人
建
築
家
が
手
掛
け
た
最
初
の
国
家

的
近
代
建
築
で
あ
る
本
館
の
建
物
の

魅
力
や
そ
の
歴
史
に
関
す
る
内
容
の

充
実
を
図
る
こ
と
を
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
世
界
最
初
と
い
わ
れ
る

銀
行
券
自
動
鑑
査
機
（
日
銀
に
還
流

本店本館（重要文化財）
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■私は昭和40年生まれなので、社会人になるまで
のほとんどは昭和の時代でした。なぜ突然昭和？�
と思われるかもしれませんが、今回ご紹介したいく
つかの話題は、私にとってまさに昭和を象徴するも
のでした。大空小学校初代校長の木村様から、障が
いを持つ子もそうでない子も一緒に学ぶインクルー
シブ教育についてお話を伺いましたが、自分の小学
校時代を思い返し、今更ながら多くの気づきや反省
がありました。映画評論家の佐藤様と原田審議委員
の対談では、私も学生時代に映画をよく観ていて、
自分の感想と専門家の評論の違いに戸惑いつつも、
その度に視野が広がっていったことを思い出しまし
た。作家の阿刀田様のエッセイを拝読し、昭和の時
代は資産運用にあまり知恵を絞る必要もなかったな
ぁ、などと振り返りました。令和の時代が始まって
約5カ月になりますが、将来の夢や成長期待にあ
ふれ、そして平和に向けて世界が動いていた、私が
青春を過ごした昭和のような時代になって欲しいも
のです。� （中川）

※本誌は、全国の日本銀行本支店および貨幣博物館、旧小
樽支店金融資料館等でお配りしています。個人の方の定期
購読、郵送はお取り扱いしておりませんのでご了承くださ
い。なお、既刊号全文をPDFファイル形式で日本銀行ホー
ムページ上に掲載していますのでご利用ください。
（https://www.boj.or.jp/announcements/koho_nichigin/
index.htm/）

※本誌に掲載している内容は、必ずしも日本銀行の見解を
反映しているものではありません。日本銀行の政策・業務運
営に関する公式見解等については、日本銀行ホームページ
（https://www.boj.or.jp/）をご覧ください。
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し
て
き
た
銀
行
券
の
真
偽
・
枚
数
・

汚
損
度
を
点
検
す
る
機
械
）
等
を
新

た
に
展
示
す
る
方
向
で
検
討
し
て
い

ま
す
。

▼
見
学
ご
希
望
の
方
は
、
本
店
見
学

予
約
サ
イ
ト
か
ら
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。
見
学
希
望
日
の
九
〇
日
前
か
ら

七
日
前
ま
で
、
予
約
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

「
日
銀
夏
休
み
子
ど
も 

特
別
見
学
会
二
〇
一
九
」
を
開
催

▼
日
本
銀
行
本
店
で
は
、
夏
休
み
期

間
中
の
七
月
二
十
九
日
（
月
）
～
八

月
二
日
（
金
）
の
五
日
間
に
わ
た
り

「
日
銀
夏
休
み
子
ど
も
特
別
見
学
会

二
〇
一
九
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

▼
見
学
会
で
は
、
本
店
見
学
や
お
札

に
関
す
る
体
験
学
習
な
ど
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
中
学
生
を
対
象
に
「
金
融
政

策
を
決
め
る
の
は
、
君
だ
！
」
と
題

し
た
模
擬
金
融
政
策
決
定
会
合
を
実

施
し
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
架
空
の
経
済
ニ
ュ
ー
ス
を
も
と

に
、
景
気
・
物
価
の
動
向
と
そ
れ
を

踏
ま
え
た
金
融
政
策
に
つ
い
て
議
論

し
、
最
後
に
は
実
際
の
金
融
政
策
決

定
会
合
と
同
様
に
、
議
長
が
政
策
を

提
案
、
メ
ン
バ
ー
の
多
数
決
で
決
定

し
ま
し
た
。

▼
毎
回
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
見
学
会
の
次
回
の
開
催
は
、
来
年

の
春
休
み
期
間
中
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
皆
さ
ま
の
お

越
し
を
心
よ
り
お

待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

金
融
政
策
に
つ
い
て
議
論
す
る
様
子




